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(57)【要約】
【課題】薄型化が可能で、玉詰まりを生じ難い玉抜き機
構９を備えた玉払出装置を提供する。
【解決手段】玉１０を２列状に整列させるための整列レ
ール３の終端部に近接して配置されて、整列レールから
流下する玉を１個ずつ払出通路へ送出する回転体が備え
られた玉払出部８と整列レールの下面に形成された開口
部１４を開閉可能にする玉通路切換弁１６と、開口部の
下端に連接し、且つ玉抜き通路に連通する玉合流部１５
とを備え、玉合流部の内面には、整列レールから落下す
る玉を一列の玉通路部とするための規制部材２５が設け
られ、玉通路切換弁が玉合流部の内に向かって下向き回
動することにより開口部を全開したときは、玉合流部内
部に位置した状態の玉通路切換弁とこれに対向する規制
部材との間隔が玉の直径の２倍よりも小さく設定されて
いる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給された玉を一時的に貯留する貯留タンクと、前記貯留タンクから流出する玉を複数
列状に整列させるための整列レールと、
　前記整列レールの終端部に近接して配置されて、前記整列レールから流下する玉を順次
払出通路へ送出する回転体が備えられた玉払出部と、
　前記整列レールの下面に形成された開口部を開閉可能にする玉通路切換弁と、
　前記開口部の下端に連接し、且つ玉抜き通路に連通する玉合流部とを備え、
　前記玉合流部の内面には、前記整列レールから落下する玉を一列の玉通路部とするため
の規制部材が設けられていることを特徴とするパチンコ遊技機における玉払出装置。
【請求項２】
　前記玉通路切換弁が前記玉合流部の内に向かって下向き回動することにより前記開口部
を全開したときは、前記玉合流部内部に位置した状態の前記玉通路切換弁とこれに対向す
る前記規制部材との間隔が玉の直径の２倍よりも小さく設定されていることを特徴とする
請求項１に記載のパチンコ遊技機における玉払出装置。
【請求項３】
　前記玉通路切換弁には、この玉通路切換弁が前記開口部を開閉回動するときに前記規制
部材を避けて通過しうる切欠部が設けられていることを特徴とする請求項１または２に記
載のパチンコ遊技機における玉払出装置。
【請求項４】
　前記玉通路切換弁が前記整列レールの底面に沿ってスライドして前記開口部を全開した
ときは、前記規制部材と対向する前記玉合流部の内面との間隔が玉の直径の２倍よりも小
さく設定されていることを特徴とする請求項１に記載のパチンコ遊技機における玉払出装
置。
【請求項５】
　前記玉合流部は前記規制部材の下方において落下してくる複数列の玉を一列になるよう
に絞り込まれていることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかに記載のパチンコ
遊技機における玉払出装置。
【請求項６】
　前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させるための凸部または凹部が設けられ
ていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のパチンコ遊技機における玉払
出装置。
【請求項７】
　前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させるための屈曲部が設けられているこ
とを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のパチンコ遊技機における玉払出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ遊技機の入賞玉の払い出し及び玉抜きが可能な玉払出装置に関し、
詳しくは小型化、薄型化が可能な玉払出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、パチンコ遊技機は、遊技媒体であるパチンコ玉（以下、単に玉と称する）をパ
チンコ遊技機の遊技台の背面側から前面側に賞玉又は貸玉を払い出しのために、玉払出装
置を備えている。この玉払出装置はパチンコ遊技機の遊技台の背面に設置され、多数個の
玉を貯留する貯留タンクに貯留された玉を下方に払い出すように構成されている。そして
、この玉の払い出し時に、貯留タンクから流下する玉を整列する玉通路合流部を介して玉
払出装置へ導き、玉払い出し指令された所定の玉数を玉払出装置で計数して払い出す。そ
して、玉はパチンコ遊技機の前面下部に位置する上皿又は下皿に払い出される。
【０００３】
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　また、パチンコ遊技機には、当該遊技機の出荷検査時、遊技ホール内での遊技機の移動
、又廃棄、遊技台の交換などに際して、貯留タンク内の玉を玉抜き通路を介して全て抜き
取り回収するための玉抜き機構が設けられている。
【０００４】
　従来のパチンコ遊技機用の玉払出装置は、遊技台の背面に設けられた貯留タンクから横
方向に二列に整列されて流下する玉を、スパイラル回転体などの計数部にて玉を１個ずつ
計数しながら、一列にして垂直流路で玉を払い出す一方、この垂直流路の下方部位には、
上皿又は下皿への賞球払出通路と、玉抜き通路とに玉の排出方向を切替える切換弁が設け
られたもの（特許文献１参照）や、或いは、遊技台の背面に設けられた貯留タンクから横
方向に二列に整列されて流下する玉を、玉合流部を介して一列にして屈曲通路を中途に有
する垂直流路に導き、この垂直流路の下方部位には、上皿又は下皿への賞球払出通路と、
玉抜き通路とに玉の排出方向を切替える切換弁が設けられ、賞球払出通路に設けられた送
り爪付き回転体（スプロケット）により玉を１個ずつ計数しながら上皿又は下皿への賞球
払出通路へ放出するもの（特許文献２参照）や、貯留タンクから玉整列レール及び玉の流
下速度を減速させて流下させる玉通路の中途部に、玉抜き通路に連通する玉抜き口を開口
させ、この玉抜き口に設けられた玉抜き弁を開いた時玉抜き可能とし、玉抜き弁を閉じた
状態では、玉通路の中途部の玉計数払出部に誘導する構成（特許文献３参照）が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－４２２４８号公報（図３など参照）
【特許文献２】特開２００６－３４６２０８号公報（図１、図３など参照）
【特許文献２】特開２００１－２４６１０６号公報（図１、図１０など参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、近年のパチンコ遊技機では、遊技性を高めるために、大型の表示装置が使用
され、そのため表示装置及びその駆動装置などを搭載した基板も大型化している。そのよ
うな基板もまた、遊技台の背面に配置され、遊技台盤面の背面側の大部分の面積を占めて
いる。そのようなパチンコ遊技機においても、玉抜き機構及び玉払出機構を含む玉払出装
置を表示装置などの基板とともに遊技台の背面に配置するために、玉払出装置の一層の小
型化、薄型化が望まれている。
【０００７】
　また、玉貯留タンクから玉整列レールにより２列状態で流した玉を一列で流下させる玉
合流部では、玉詰まりが発生しやすいという問題があった。
【０００８】
　上記の課題に鑑み、本発明は、玉詰まりの生じ難いパチンコ遊技機における玉払出装置
を提供することを目的とする。
【０００９】
　また本発明の別の目的として、パチンコ遊技機における玉払出装置を小型化可能にする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明に係るパチンコ遊技機における玉払出装置は、供
給された玉を一時的に貯留する貯留タンクと、前記貯留タンクから流出する玉を複数列状
に整列させるための整列レールと、前記整列レールの終端部に近接して配置されて、前記
整列レールから流下する玉を順次払出通路へ送出する回転体が備えられた玉払出部と、前
記整列レールの下面に形成された開口部を開閉可能にする玉通路切換弁と、前記開口部の
下端に連接し、且つ玉抜き通路に連通する玉合流部とを備え、前記玉合流部の内面には、
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前記整列レールから落下する玉を一列の玉通路部とするための規制部材が設けられている
ものである。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のパチンコ遊技機における玉払出装置におい
て、前記玉通路切換弁が前記玉合流部の内に向かって下向き回動することにより前記開口
部を全開したときは、前記玉合流部内部に位置した状態の前記玉通路切換弁とこれに対向
する前記規制部材との間隔が玉の直径の２倍よりも小さく設定されているものである。
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のパチンコ遊技機における玉払出装
置において、前記玉通路切換弁には、この玉通路切換弁が前記開口部を開閉回動するとき
に前記規制部材を避けて通過しうる切欠部が設けられているものである。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項１に記載のパチンコ遊技機における玉払出装置におい
て、前記玉通路切換弁が前記整列レールの底面に沿ってスライドして前記開口部を全開し
たときは、前記規制部材と対向する前記玉合流部の内面との間隔が玉の直径の２倍よりも
小さく設定されているものである。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項１乃至４のいずれかに記載のパチンコ遊技機における
玉払出装置において、前記玉合流部は前記規制部材の下方において落下してくる複数列の
玉を一列になるように絞り込まれているものである。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、請求項１乃至５のいずれかに記載のパチンコ遊技機における
玉払出装置において、前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させるための凸部ま
たは凹部が設けられているものである。
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１乃至６のいずれかに記載のパチンコ遊技機における
玉払出装置において、前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させるための屈曲部
が設けられているものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、玉通路切換弁を切換えて、整列レールの下面に形成された開口部を開
くと、前記開口部の下端に連接し、且つ玉抜き通路に連通する玉合流部に玉が複数列で流
下しようとするが、この玉合流部の内面には、前記整列レールから落下する玉を一列の玉
通路部とするための規制部材が設けられているため、通路壁間に玉が並んで挟まることに
より生ずる玉詰まりを防止することができる。従って、玉合流部において玉詰まりの生じ
難い玉払出装置を提供することが可能となる。
【００１８】
　請求項２に記載の発明によれば、前記玉通路切換弁が前記玉合流部の内に向かって下向
き回動することにより前記開口部を全開するように構成されていると、全開したときは、
前記玉合流部内部に位置した状態の前記玉通路切換弁とこれに対向する前記規制部材との
間隔が玉の直径の２倍よりも小さく設定されていることで、玉が玉合流部の内部で流下す
る方向に対して直交する方向に２個並ぶことを簡単に防止できる。
【００１９】
　請求項３に記載の発明では、請求項１または２に記載のパチンコ遊技機における玉払出
装置において、前記玉通路切換弁には、この玉通路切換弁が前記開口部を開閉回動すると
きに前記規制部材を避けて通過しうる切欠部が設けられているものであるから、玉通路切
換弁を下向き回動することにより、全開状態で玉通路切換弁を前記玉合流部の内壁に沿わ
せることができる。
【００２０】
　請求項４に記載の発明に開示のように、玉通路切換弁が前記整列レールの底面に沿って
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スライドして前記開口部を全開するように構成することができ、その場合、開口部を全開
したときは、前記規制部材と対向する前記玉合流部の内面（内壁）との間隔が玉の直径の
２倍よりも小さく設定されているものであるから、玉が玉合流部の内部で流下する方向に
対して直交する方向に２個並ぶことを簡単に防止できる。
【００２１】
　請求項５に記載の発明によれば、前記玉合流部は前記規制部材の下方において落下して
くる複数列の玉を一列になるように絞り込まれているものであるため、規制部材の存在と
合わせて、玉抜き通路内へ玉を詰まらせることなく、一列に流下させることが容易になる
。
【００２２】
　請求項６に記載の発明によれば、前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させる
ための凸部または凹部が設けられているものであるから、玉抜き通路内を流下し始めた玉
が流下方向に途切れることなく、１列にて連続状になるまでの経過時間を短くすることが
でき、玉抜き操作開始直後で発生しやすい玉詰まり現象を大幅に減らすことができる。ま
た、玉抜き通路を玉１列の垂直状に形成して、遊技台の奥行き寸法を短くでき、玉払出装
置ひいてはパチンコ遊技機をコンパクトにできる。
【００２３】
　請求項７に記載の発明によれば、前記玉抜き通路には、流下する玉の速度を減速させる
ための屈曲部が設けられているものであるので、この構成によっても、玉抜き通路内を流
下し始めた玉が流下方向に途切れることなく、１列にて連続状になるまでの経過時間を短
くすることができ、玉抜き操作開始直後で発生しやすい玉詰まり現象を大幅に減らすこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一例に係る玉払出装置を備えたパチンコ遊技機の遊技台盤面の背面図で
ある。
【図２】本発明の一例に係る玉払出装置の左上方向から見た斜視図である。
【図３】モータ及び上カバーを除いた状態の平面図である。
【図４】整列レールの左上方向から見た斜視図である。
【図５】（Ａ）は玉通路切換弁が閉じ状態の要部断面図、（Ｂ）は玉通路切換弁の斜視図
である。
【図６】下方から見た玉通路切換弁が閉じ状態の要部斜視図である。
【図７】玉合流部及び玉抜き通路の構成部材である。
【図８】玉通路切換弁の作動説明のための一部切欠き斜視図であり、（Ａ）は玉通路切換
弁が閉じ状態を示し、（Ｂ）は玉通路切換弁の開閉途中を示し、（Ｃ）は玉通路切換弁が
全開状態を示す図である。
【図９】玉通路切換弁が全開状態の要部断面図である。
【図１０】図９のＸ－Ｘ線矢視断面図である。
【図１１】規制部材の他の実施例を示す図である。
【図１２】玉通路切換弁の第２実施例を示し、（Ａ）はスライド式の玉通路切換弁が閉じ
状態の要部断面図、（Ｂ）はスライド式の玉通路切換弁の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、図面を参照しつつ本発明の一例に係る玉払出装置について詳細に説明する。図１
に、本発明に係る玉払出装置４を備えたパチンコ遊技機の遊技台１の背面図を示し、遊技
台１の下部を図示省略している。
【００２６】
　遊技台１の背面上方には、補給シュート（図示せず）から補給された玉を一時的に貯留
する貯留タンク２が配設される。また、貯留タンク２から流下する玉を整列するための二
列の整列通路３ａ　３ｂを備え、その整列通路３ａ　３ｂを介して玉を玉払出装置４へ流
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下させるための整列レール３が、貯留タンク２の側方に連続して配設される。整列レール
３には整列通路３ａ　３ｂを区画するために玉払出装置４の方向に伸びる仕切り板５が立
設されている（図２～図４等参照）。
【００２７】
　遊技台１の上部側方には、整列レール３の終端部に連結して玉払出装置４が配設される
。玉払出装置４は、玉払出部８と玉抜き機構９とを有する。また、貯留タンク２の下方、
遊技台１の背面の中央部には、大型の表示装置や制御部等を備えた基板部６が配設されて
いる。
【００２８】
　玉払出部８は、整列レール３の終端部３ｃに近接して配置されて、整列レール３から流
下する玉１０を１個ずつ下方の払出通路１１へ送出する回転体１３が備えられている（図
５、図９参照）。この払出通路１１を通じて玉１０は遊技台の前面下部に位置する受皿（
上皿または下皿）へと払い出される。
【００２９】
　他方、玉抜き機構９は、整列レール３における終端部３ｃよりも玉１０の流入方向上流
側の下面に形成された開口部１４を開閉可能にする玉通路切換弁１６と開口部１４の下端
に連接し、且つ玉抜き通路１７に連通する玉合流部１５とを備えている（図５、図９等参
照）。玉抜き機構９は、遊技機の出荷検査時、遊技ホール内での遊技機の移動若しくは廃
棄する時等に玉払出装置４及び玉払出装置４に貯留タンク２及びこれに連結される整列レ
ール３内に貯留されている玉を全て回収するために備えられている。
【００３０】
　払出通路１１と玉抜き通路１７とは、基板部６の縦方向の一側に沿って配置されている
ので、遊技台１の背面に、貯留タンク２、整列レール３、玉払出装置４等と、大型表示装
置などを備える基板部６とを、互いに干渉することなく配置することが可能となる。
【００３１】
　次に、玉払出部８の詳細を説明する。玉払出部８のケース１８は、整列レール３におけ
る終端部３ｃに連設されている。ケース１８には、仕切り板５の下向きに延びる終端部５
ａ及びその終端部５ａを挟む２列の玉通路１９を有する（図４、図５参照）、２列の玉通
路１９の上端は整列通路３ａ　３ｂに連通している。玉通路１９に隣接して、外周に螺旋
溝が形成された回転体１３がその回転軸を縦方向として設けられている。ケース１８及び
整列レール３における終端部３ｃの上面を覆うように着脱可能に構成されたカバー部材２
０の上にはモータ２１が設けられている。ケース１８内に配置されている回転体１３の上
端の従動ギヤ２３に、モータ２１の下端の駆動軸に固定されたピニオンギヤ２２が噛み合
い、モータ２１の所定方向の回転にて回転体１３を回転駆動すると、２列の玉通路１９に
おける玉１０が順番に回転体１３の螺旋溝に嵌まって下方の屈曲通路２４を介して払出通
路１１へ送り出す（図５参照）。なお、この場合、図５や図６に示すように、後に詳述す
る玉通路切換弁１６は整列レール３の開口部１４を塞ぐ位置にあり、整列レール３の底板
３ｄに沿った姿勢に保持されている。
【００３２】
　玉払出部８は、遊技台１の前面における不図示の賞球口に玉１０が入った時、所定の数
の玉を払い出すものであり、この所定の数は回転体１３より下方の通路に設けられた光遮
断式などの計数センサによりモータ２１の回転が制御される。回転体の他の実施例として
、スプロケット状の回転体の回転軸が水平状に配置される等、本発明では種々の構成を採
用することができる。
【００３３】
　次に、玉抜き機構９の構成について詳述する。本発明の玉抜き機構９は、整列レール３
から二列に整列されて流入した玉を整列レール３の下流側の底面に開口された開口部１４
から玉合流部１５に落下させ、当該玉合流部１５内で玉１０を一列に整列させて下流側の
玉抜き通路１７に落とすものであり、玉合流部１５内で玉１０を一列に整列させ、且つ玉
詰まりを発生させないように、玉合流部１５内に規制部材２５を設けたものである。なお
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、玉抜き通路１７内には流下する玉１０の速度を減速するための凸部３２（図７参照）や
凹部（不図示）が複数個所に設けられている。
【００３４】
　玉抜き機構９の構成の第１実施例は、図３～図１０に示す。整列レール３の底板３ｄの
うち、整列レール３における終端側には、２列の玉通路１９に隣接して平面視（遊技台１
を上から見る方向）で矩形状の開口部１４が形成されている（図３、図４参照）。この開
口部１４を開閉するための玉通路切換弁１６の第１実施例は上下回動型である。玉通路切
換弁１６の基端部に一体的に形成された枢軸２６が底板３ｄに弾性変位可能に形成された
一対の軸受部２７に回動可能に軸支されている（図３～図６参照）。
【００３５】
　上記開口部１４及び玉通路切換弁１６の下方部を囲むように、玉合流部用ケース２９が
設けられている。実施例における玉合流部用ケース２９はその下方に屈曲部３０が一体的
に形成されており、且つ、玉払出部８及びその下方の屈曲部２４と隣接して設けるために
、図７に示すように、３方向の壁板３１ａ、３１ｂ、３１ｃにより構成されている。玉合
流部用ケース２９内の上側が広く、且つ下方に行くに従って窄まる空間が、玉合流部１５
となっている。そして、遊技台１の厚さ方向において、遊技台１の背面から遠い側の壁板
３１ａは垂直状であり、背面に近い側の壁板３１ｃは玉合流部１５の下方に行くにしたが
って壁板３１ａに接近して、玉１０が一列状で流下できる空間に形成されている（図１０
参照）。つまり、玉合流部８は規制部材２５の下方において落下してくる複数列の玉を一
列になるように絞り込まれている。
【００３６】
　図５（Ａ）及び図９に示す実施例における規制部材２５は、玉払出部８のケース１８の
外面のうち２列の玉通路１９に近い側に設けられている。また、規制部材２５は、遊技台
１の背面の近い側と遠い側とに２列で設けられている。さらに、規制部材２５は、遊技台
１の背面側から見た時（以下、背面視という）、三角形状を呈しており、規制部材２５の
上側辺２５ａは玉合流部１５内での玉１０の流下方向に下向き傾斜状に形成されている。
規制部材２５における他方の壁板３１ｂと対向する下向き辺２５ｂは、当該壁板３１ｂの
内面とほぼ平行状である。そして、この下向き辺２５ｂと壁板３１ｂの内面に沿うように
下向きに全開した状態の玉通路切換弁１６との間隔が、玉１０の直径の２倍よりも小さく
なるように設定されている（図９参照）。
【００３７】
　なお、他の実施例として、図９に２点鎖線で示すように、上側辺２５ａと下向き辺２５
ｂとの交叉部を凸湾曲状に形成しても良い。
【００３８】
　上記のように、玉合流部１５内に規制部材２５が設けられていることにより、整列レー
ル３から２列で落下する玉１０を一列に整列させ、その場合に、玉合流部１５において、
玉１０が２個並列又は２個以上が並んだ状態で、その並んだ玉の端が玉合流部１５の壁面
と接触し、２個又は２個以上の玉がロックすることで生じる玉詰まりを防止することが簡
単な構成で達成することができる。
【００３９】
　玉通路切換弁１６の回動先端側に各規制部材２５が通過できるための切欠部（切欠溝と
もいう）３３を設けることにより（図５（Ｂ）、図１０の２点鎖線参照）、玉通路切換弁
１６の開閉回動時に、規制部材２５と干渉しないのである（図８（Ａ）、図８（Ｂ）及び
図８（Ｃ）参照）。また、壁板３１ｂの内面に上記各切欠部３３が嵌まる突条３４を設け
（図７参照）、且つその突条３４の厚さが玉通路切換弁１６の厚さにほぼ等しく設定され
ていると、玉通路切換弁１６の全開時に当該玉通路切換弁１６の表面を流下する玉１０が
切欠部３３の溝の凹部に拘束されないようにすることができる。
【００４０】
　さらに、整列レール３における仕切り板５に下向きに延びる弾性板３５を開口部１４か
ら壁板３１ｂの上方の開放部３６に位置させる。そして、弾性板３５の一側面に係止突起
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３７を設け（図４、図６参照）、玉通路切換弁１６に穿設された係止開口３８に弾性板が
上下に通過できるようにする。これにより、係止開口３８の下面一側に係止突起３７が係
止して、玉通路切換弁１６の全閉状態を保持することができる（図６参照）。そして、作
業者が弾性板３５を板厚方向に撓めると、係止突起３７が係止開口３８の下面一側に対し
て係止解除されるので、玉通路切換弁１６はその自重で下向きに回動して開くことができ
る（図８（Ａ）→図８（Ｂ）→図８（Ｃ）参照）。玉通路切換弁１６を持ち上げるには、
玉通路切換弁１６の把手４０を持ち上げれば良い。
【００４１】
　玉通路切換弁１６の下向き傾斜の全開状態で、開放部３６を塞ぐようにすれば、玉通路
切換弁１６の全閉時に開放部３６を玉通路切換弁１６の操作窓として大きい範囲で開くこ
とができ、玉通路切換弁１６に開閉操作のための弾性板３５の配置にも都合がよい。
【００４２】
　なお、全閉状態の玉通路切換弁１６は整列レール３における２列の玉１０の各下端点を
支持できれば良く、従って、玉通路切換弁１６の幅寸法は開口部１４の幅寸法よりかなり
小さくできる（図１０参照）。また、図１１に示すように、玉合流部１５内に１つだけの
規制部材４１を配置することもできる。その場合、玉通路切換弁１６における切欠部４２
も１つで良いし、玉通路切換弁１６の幅寸法は開口部１４の幅寸法よりかなり小さくでき
る。
【００４３】
　図１２（Ａ）及び図１２（Ｂ）は、第２実施例の玉通路切換弁４３を示す。この玉通路
切換弁４３はスライド式であって、整列レール３における開口部１４を塞ぐ下面にて、玉
通路切換弁４３は仕切り板５の延びる方向と直交する方向で水平状に進退動可能に支持さ
れている。そのため、開口部１４における玉１０の流下方向の前後端縁にスライド溝４４
、４５が設けられている。遊技台１の背面から遠い側に玉通路切換弁４３の把手４６が設
けられ、玉通路切換弁４３全体を遊技台１の背面から遠い側に引き出して開口部１４を全
開させるものである。第２実施例の玉通路切換弁４３を開いた状態では、玉合流部１５内
に玉通路切換弁４３が存在しないから、規制部材２５（４１）と対向する玉合流部１５の
内面との間隔が玉の直径の２倍よりも小さくなるように設定すべきである。
【００４４】
　上述してきた玉払出装置４によると、整列レール３の二列の玉通路を合流させて一列の
玉抜き通路１７に流下するため、従来の玉払出装置と比較した場合、玉払出装置の幅を約
半分に減少させることができる。
【００４５】
　また、玉抜き機構９の玉合流部１５に規制部材２５（４１）を設けることで、玉詰まり
を生じ難い構造としたので、一列の玉通路のみを備えているにもかかわらず、玉詰まり発
生によるメンテナンスの手間を減らすことができる。
【００４６】
　さらに、玉払出装置４は、従来より使用されている貯留タンクや整列レールをそのまま
使用することが可能であり、コストの増大や、玉払出装置４までの玉通路の長大化を抑制
することができる。
【００４７】
　なお、整列レール３は玉通路が二列以上、例えば３列乃至４列平行状に形成されたもの
であっても良い。
【符号の説明】
【００４８】
１遊技台
２貯留タンク
３整列レール
３ａ、３ｂ整列通路
４玉払出装置
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５仕切板
６基板部
１０玉
１１玉払出通路
１３回転体
１４開口部
１５玉合流部
１６、４３玉通路切換弁
２１モータ
２５、４１規制部材
２４、３０屈曲部

【図１】 【図２】
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